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1. はじめに
洗顔料の重要な要素に、肌の汚れを落とす洗浄
力、肌のバリア機能1)を正常に保つ保湿力、使用
感がある。肌を清潔に保つにはこの3つのバランス
の重要性が知られている2)。従来の洗顔料は界面
活性剤により表皮を傷つける3)が、ベビーオイル洗
顔は、保湿力・洗浄力に優れ、表皮を傷つけない
と期待される。

2. 目的
ベビーオイルは市販の洗顔料と同等の保湿力・洗
浄力を持っているかを明らかにする。
1.模擬皮膚(図1)で水分保持力を調べる。
2.人の肌を対象に保湿力を解明する。
3.牛脂で着色した模擬皮膚で、色の濃さの変化か
ら洗浄力を解明する。
4.人の肌で化粧品による汚れの落ち具合を洗浄
剤ごとに比較する。

図1:蒸発の様子(左:肌の断面図,右:模擬皮膚)

3. 結果・考察
ベビーオイルA/市販の洗顔料B/水Cとする。
実験1(図2):
・水の蒸発量はB＞C＞洗浄なし＞Aなので、ベ
ビーオイルは水分保持力が高く油分の膜を形成
する可能性が高い。
実験2(図3):
・Aは洗浄直後水分量が急激に上昇しなかったの
で、洗顔直後の突っ張りを感じにくい。
・30分後には差がなかったため、ベビーオイルも
市販の洗顔料と同等の保湿力がある。
実験3(図4):
・meanの変化はA＞Bなので、総合的な洗浄力は
ベビーオイルの方が高い。
・Aはminが変化しなかったので、ベビーオイルは
皮脂の多い所の洗浄に向いていない。
・Aの最頻値右側の分布が横に広がったので、ベ
ビーオイルは皮脂の少ない所の洗浄に適する。
・Bは分布が全体的に右に移動したことから、市販
の洗顔料は汚れを均一に落とす。

実験4:
・Aは汚れは落ちたがラメは広がったので、
ベビーオイルは油性汚れを落としやすいが不溶
性汚れを落としにくい。これはベビーオイル洗顔
が水を使用しないため皮膚のシワの間にラメが挟
まったと考えられる。

(左)図2:実験装置内の水
の蒸発量変化のグラフ
(右)図3:人の肌での角質
水分量変化のグラフ

図4:色相のヒストグラム(左:ベビーオイル,右:市
販の洗顔料,上:洗浄前,下:洗浄後)

4. まとめ
ベビーオイル洗顔では、保湿力は保湿剤含有の
市販の洗顔料と同等で、洗浄力は油性汚れの除
去に良いと示唆された。また、使用感に欠ける点
があったため、日常生活への応用のためさらなる
改善が必要である。
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